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「事業の報告と告知」
みなさん、こんにちは。本日は第18回例会にご出席いただき、ありがとうございます。
早いもので今年も残すところあとひと月ちょっと。来週には師走となり、またあわただしい年末を迎える
ことになります。私の会長年度も折り返しがすぐそこに見えてきました。皆様のご協力のおかげで、事業も
順調に行えております。
直近では、今週の月曜日の祝日にこばと学園のみかん狩りが実施されました。担当は田中委員長をはじめ

とする青少年奉仕委員会です。
当日は暑いくらいの快晴の中、44名の参加で賑わい、みかん狩りとバーベキューを楽しみました。このみかん狩り事業は
30年も続く伝統行事で、今年も子どもたちが元気いっぱいに走り回り、メンバーの子どもと、こばと学園の子どもが一緒になっ
て遊んでいる姿がとても印象的でした。田中委員長、そしてご参加いただいた皆さま、本当にありがとうございました。
そしてもう一つ直近で行われたのはまさに昨日の夜、宇治田委員長をはじめとする親睦委員会によるロータリークラブ勉強
会です。第1回目は9月4日に開催され、今回が第2回目となります。勉強会のスローガンは「楽しく学ぶ」。
対象は入会3年以内のメンバーで、講師を務めるのは片岡委員長をはじめとするクラブ研修委員会のメンバー。昨日は片岡さん、
乾さん、私の3人でした。今回の参加者は講師を含めて13名。
前半はお酒もご飯もお預けでしっかり勉強、後半は打って変わって賑やかな親睦タイムとなり、メリハリのある良い会にな
りました。前回に引き続き「すごく楽しかった」という声をたくさんいただき、手前味噌ではありますが、今年この勉強会をやっ
てよかったと感じております。本年度は年が明けてからもう1回開催を予定しておりますので、まだ参加されていない方はぜ
ひ次の機会にお越しください。
さて、ここからは事業予定の告知を2つ。
まず一つ目はクリスマス例会です。実施日は12月12日、早いもので再来週の金曜日ということになります。担当は親睦委
員会で、すでにビンゴゲームの景品も買いに行ってくれたそうです。私自身とても楽しみにしておりますので、ぜひ多くの方
にご参加いただければと思います。
そしてもう一つが、松本空港ロータリークラブとの合同例会です。松本空港ロータリークラブは当クラブの友好クラブで、
毎年交流を続けております。
今年はうちが幹事役で、これもまた親睦委員会の担当となります。宇治田委員長、本当にご苦労をおかけしますがよろしく
お願いします。
合同例会の会場は神戸市で計画しており、開催日は来年5月22日金曜日。まだだいぶ先の予定ではありますが、ぜひ今のう
ちからスケジュールに入れておいていただければ幸いです。
今後は他にも多くの事業が予定されています。引き続き皆様のご参加とご協力をお願いいたします。
以上、会長報告とさせていただきます。ありがとうございました。

会 長 報 告� 奥村　申二  会長

•次週12月4日は年次総会となっておりますので大勢のご出席をお願いします。

幹 事 報 告 � 吉村　享  副幹事

私は中学校の頃からバスケットボール、
高校ではワンダーフォーゲル、大学では日
本拳法に打ち込んできました。それぞれの
活動において、顧問の先生、監督、コーチ、
そして先輩、同期、後輩の皆さんの温かい

ご指導と支えのおかげで、人間的に成長してこられたと心か
ら感謝しています。特に大学時代は、限られた部費、厳しい
練習、OB会との連絡調整、時には「強制」とも思えるアル
バイトなど、多くの苦労を経験しましたが、それら全てが現
在の私の礎となっています。

卓話「ユニフォーム文化の普及を目指して」� 当クラブ会員　内畑  雅年  さん
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出席報告 会員数 58名（内出席規定適用免除会員7名）
鈴木　裕介　出席委員長 11月27日（本日） 32名/52名 61.5% 皆さん、出席してください。

■クリスマス家族会
次回の例会� 12月12日（金）18：30~ 於ダイワロイネットホテル和歌山4F

■年次総会「次々期会長、次期副会長、次期幹事、次期会計、次期理事選出」

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
I‘LL CLOSE MY EYES（B.Reid）
MY FOOLISH HEART（V.Young）

本日の例会� 12月4日（木）

■卓話「ユニフォーム文化の普及を目指して」
� 当クラブ会員　内畑　雅年さん

■ロータリーソング� 鈴木　裕介　ソング委員長
「和歌山市市歌」
「和歌山東ロータリーの唄」

前回の例会� 11月27日（木）

田原　久一さん	 みかん狩にはお世話になりました。
山本　進三さん	 内畑さん、本日は卓話よろしくお願い

します。楽しみにしてます。
角谷　芳伸さん	 内畑さん、卓話よろしくお願いします。
瀧川　嘉彦さん	 内畑さん、卓話よろしくお願いします。
吉田　篤生さん	 内畑さん、卓話よろしくお願いします。
上中　崇司さん	 内畑さん、卓話楽しみにしてます。
乾　　敦雄さん	 内畑さん、本日の卓話楽しみです。
佐藤　義記さん	 内畑さん、卓話楽しみです。
片岡　聖佳さん	 内畑さん、がんばって！！
木下　智仁さん	 内畑さん、本日はよろしくお願いいた

します。
北浦　康臣さん	 内畑さん、卓話よろしくお願いします。
細川　竜二さん	 内畑さん、本日の卓話よろしくお願い

します。
刀祢　真大さん	 内畑さん、卓話がんばって下さい。
栗本　信行さん	 内畑さん、卓話楽しみにしています。
八幡　浩充さん	 妻に美しいお花ありがとうございます。

竹中　俊行さん	 内畑さん、本日の卓話楽しみにしてい
ます。

鈴木　裕介さん	 内畑さん、今日は卓話よろしくお願い
します。

仲村　勝頼さん	 内畑さん、卓話楽しみにしてます。
山本　敦弘さん	 内畑さん、本日の卓話よろしく御願い

します。
秦　　啓介さん	 内畑さん、本日の卓話楽しみにしてお

ります！
内畑　雅年さん	 よろしくお願いします。
寺下　浩和さん	 今後ともよろしくお願いします。
	 ご入会させていただきありがとうござ

います。
奥村　申二さん	 内畑さん、本日の卓話楽しみにしてます。
吉村　　享さん	 内畑さん、本日の卓話がんばってくだ

さい。楽しみにしています。
崎山　　稔さん	 内畑さん、今日は楽しみにしており

ます！！
本日の累計…34,000円（25名25件）〔お誕生日お祝い…180,000円　奥様花お礼…65,000円　出席献金…35,000円　その他…651,000円　累計…931,000円〕

ありがとうございましたに こ に こ 箱

大学卒業後、大阪での勤務を経て、26歳で家業であるユニ
フォーム会社に入社しました。弊社は父が昭和38年に創業し、
今年で62年を迎えます。業界全体の市場規模は2023年時点
で約5,500億円です。現在の市場は多様化しており、大都市
圏ではコロナ禍によるテレワークの普及で影響を受けた分野
がある一方、インバウンド需要の反動で好調な分野もあり、
状況は一様ではありません。
当社の経営理念は「私たちはユニフォームの仕事が日本文
化であるという誇りを持ち、感謝の気持ちをもって地域社会
に貢献します」です。日本には四季があり、その変化に対応
する「衣」の文化は、我々のユニフォーム事業そのものと深
く結びついています。この誇りと感謝の心を大切にし、毎朝
の朝礼で唱和してから一日をスタートさせています。
最近では、環境問題への取り組みとして、ペットボトルを
再利用したリサイクルユニフォームの拡販に注力しています。

例えば、1.5リットルのペットボトル1本から約50g相当の綿
が取れます。その再生ポリエステルを全体の50%以上利用し
た製品はエコ製品として認定されます。さらに、このエコ製
品を回収し、再び服や産業資材へと生まれ変わらせることで、
製品のライフサイクルが従来の3倍に延び、持続可能な社会
の実現に貢献しています。
また、現在所属している日本ユニフォーム協議会では、「仕

事服」としてのユニフォームの社会的認知度を向上させるた
めの活動を推進しています。その一環として、ユニフォーム
に関わる川上から川下までの関係者が、お客様からいただい
た感謝の言葉やエピソードを募り、審査して一冊の「ありが
とう物語」にまとめる事業なども実施しています。
これからも、常にお客様の立場に立って考えるという原点

を忘れず、業界全体で連携しながら、ユニフォーム文化のさら
なる普及と発展に向けて仕事を進めてまいりたいと思います。


